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2004 1新年のあいさつw～e　平成15年白石市の10大ニュースr～t

川井市長の新春対談y～o　まちかどズームインほか!0～!3

くらし百科ほか!4～!9　募集・お知らせほか@0～@6

平成16年４月  白石市は市制施行50周年を迎えます�

古紙配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。
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男女共同参画相談支援センター
（要予約022-6035）

不登校の子どもたちの�
フリースペースを設置��
「でんでん虫の会」の皆さん�

　「でんでん虫の会（代表：谷津

成子さん）」は、市内の不登校の

子どもを持つ親たちが中心とな

ってつくっている会です。6年前に発足し、現在は8名で活動しています。子

どもたちが、「ゆっくりでもいい、自分の道を一歩一歩生きていってほしい」

という願いを込めて、「でんでん虫の会」と名付けられました。学校や学区

の別を問わず、これまで20名近くの親たちが参加しているとのことです。�

この会を結成したきっかけは？「学校と親では立場の違いもあり、不登校な

どの問題について、親同士が本音で語り合い、学びあえる場、心がいやされ

る場があればと、自然発生的にこの会が誕生しました。」�

活動内容は？「月１回、集まりを開いています。子育てや学業、進学や就職の

ことなど、本音で何でも話し合っています。『この会で話したことは外に出

さない』というのが会のルールです。また、『子どもが元気になるためには、

まず親が元気になろう！』と、感じたことや気付いたこと、感動した文章など

について話したり、不登校の子どもが作ったCDを聴いたり、カウンセリング

的なことを学んだりしています。」�

活動を通じて？「この会の活動が、不登校や引きこもりの解決に直接結びつ

くわけではありませんが、本音で何でも話し合える場として、ホッとできて、

心も安らぎます。親の余計な心の負担が少しずつでも取り除かれていくの

ではないかと思っています。」�

　話をお聞きした際も、会員の皆さんは終始明るく和やかな雰囲気で語り

合っていました。�

子どもたちのフリースペースを設けたそうですが？「子どもたちも、ありの

ままの自分で安心して過ごせる場所や同世代の話し相手が欲しいのでは、

ということで、昨年4月から週1回、あしたば白石の一室を借りてフリースペ

ースを設けました。フリースペースでは、自由なおしゃべりやゲーム、読書、

勉強など、訪れた子どもたちが何をしたいか自由に決めて過ごしています。」�

子どもたちの反応は？「子どもたちも生き生きとして、来るのをすごく楽し

みにしています。親にも話さない悩みごとを話してくれる子どももいます。」�

市民の皆さんに！「不登校や引きこもりは、特別なことではなく、どんな子ど

もにも起こりうることだといわれています。恥じることでも責められること

でもなく、成長の一過程に過ぎません。最初の一歩を踏み出すのは大変か

もしれませんが、同じような悩み

を抱えている方、ぜひ一度来て

みませんか？」�

　でんでん虫の会へのお問い合

わせは、同会代表の谷津さん（白

川中学校心の教室相談員）�

026-3134（昼）、�

0・425-0917（夜）まで。�

市では下記のとおり夜間納税窓口を開設します。�
仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。�
●開設日時　１月28・29日（水・木）　２月25・26日（水・木）�
●開設時間　17:30～20:00�
●場　　所　市庁舎１階税務課�
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市では、あしたば白石を会場に、「男子厨房に入ろう会」と銘打ち、
男性たちが料理を中心に家事全般に挑戦する講座を開いています。
11月27日に開かれた講座では、「伝えたいおせち料理」をテーマ

にヘルスメイト白石の皆さんの協力のもと、筑前煮やほうれん草のお
ひたし、赤飯といったメニューに男性12名が挑戦しました。「材料が
多くて今回は難しかった」、「以外と簡単だった」と皆さんの感想はさ
まざまでしたが、自分たちで作った料理の味は格別だったようです。

以外と簡単？「伝えたいおせち料理」

▲果たして味の方は？


